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ー
ド
両
面
で
そ
の
対
策
に
努
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年　

月
の
道
路
交
通
法
改

１２

正
で
、
自
転
車
は
道
路
右
側
の
路

側
帯
を
通
行
す
る
こ
と
が
禁
止
さ

れ
、
左
側
通
行
が
ル
ー
ル
化
さ
れ

ま
し
た
。
市
内
の
幹
線
道
路
も
幅

が
狭
い
の
で
、
路
側
帯
が
多
く
設

置
さ
れ
る
と
事
故
防
止
に
つ
な
が

る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
の
改
正

を
受
け
た
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
市
長

に
ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

自
転
車
道
と
し
て
必
要

な
幅
は
１
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る

た
め
、
自
転
車
道
を
設
け
る
に
は

隣
接
地
権
者
等
に
ご
協
力
を
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
、
現
実
的
に
対

応
が
難
し
い
所
も
あ
り
ま
す
。
法

定
外
で
す
が
、
例
え
ば
既
存
の　
５０

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
路
側
帯

を
利
用
し
、
生
活
道
路
で
は
路
側

部
分
を
ラ
イ
ン
や
カ
ラ
ー
舗
装
に

よ
り
仮
の
通
行
帯
と
す
る
な
ど
、

で
き
得
る
中
で
安
全
確
保
に
努
め

て
行
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

（
５
面
へ
続
く
）

市
政
全
般
に
わ
た
り　

人
の
議
員
が
質
問

１７

（
要
旨
を
掲
載
）

レ
イ
は　

万
時
間
当
た
り
の
事
故

１０

率
、
一
方
、
民
間
航
空
機
は
１
０

０
万
フ
ラ
イ
ト
当
た
り
の
事
故
率

で
、
分
母
が
違
う
も
の
を
一
緒
に

し
て
オ
ス
プ
レ
イ
よ
り
高
い
と
言

っ
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
発
言
を
さ
れ
る
際
に

は
、
き
ち
ん
と
し
た
デ
ー
タ
を
も

と
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
し
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
事
故
率

は
一
部
の
民
間
航
空
機
よ
り
低
い

と
い
う
間
違
い
を
改
め
て
記
者
会

見
の
場
で
訂
正
す
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

市
長　

個
別
的
な
や
り
と
り
が

あ
れ
ば
真
意
は
お
話
し
ま
す
が
、

特
段
訂
正
す
る
必
要
は
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
夏
も
さ
ま
ざ
ま
な
青
少
年

の
活
動
が
あ
り
、
本
市
の
子
供
た

ち
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て
、

外
遊
び
の
重
要
性
の
視
点
か
ら
公

園
の
利
用
状
況
、
芹
沢
公
園
に
お

け
る
プ
レ
イ
パ
ー
ク
常
設
に
向
け

た
進
捗
状
況
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

加
え
て
、
公
園
利
用
に
際
し
、
苦

情
の
多
い
ボ
ー
ル
遊
び
と
花
火
に

対
す
る
担
当
課
と
し
て
の
考
え
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

都
市
部
長　

公
園
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
公

園
、
広
場
内
の
看
板
掲
示
に
よ
り

周
知
し
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
が

伸
び
伸
び
と
遊
べ
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
利
用
団
体
や
自

治
会
の
活
動
を
通
じ
、
市
民
の
皆

様
と
と
も
に
柔
軟
な
対
応
を
図
っ
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て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

芹
沢
公
園
の
協
働
の
公
園
づ
く

り
に
お
け
る
冒
険
遊
び
場
エ
リ
ア

は
、
既
に
開
園
区
域
で
プ
レ
イ
パ

ー
ク
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
エ
リ

ア
と
今
後
整
備
す
る
第
４
工
区
の

わ
ん
ぱ
く
遊
び
ゾ
ー
ン
を
想
定
し

て
い
ま
す
。
自
然
を
生
か
し
た
冒

険
遊
び
が
中
心
と
な
る
プ
レ
イ
パ

ー
ク
の
運
営
は
、
市
民
や
利
用
者

の
皆
様
の
協
力
が
不
可
欠
と
考
え
、

今
後
と
も
市
民
協
働
の
姿
勢
で
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
隣
か
ら
の
苦
情
は
ボ

ー
ル
遊
び
や
花
火
な
ど
が
最
も
多

く
、対
応
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
が
、

親
子
で
遊
ぶ
程
度
の
ボ
ー
ル
遊
び

や
手
で
持
つ
よ
う
な
花
火
に
つ
い

て
は
問
題
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
座
間
を
魅
力
あ
る

も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
市
が
率

先
し
て
駅
周
辺
の
開
発
を
行
う
べ

き
と
考
え
ま
す
。
バ
ス
の
折
り
返

し
が
で
き
な
い
相
武
台
前
駅
南
口

に
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
の
設
置
を
提

案
し
ま
し
た
が
、
南
口
駅
前
バ
ス

停
の
奥
に
あ
る
駐
車
場
と
農
地
を

利
用
で
き
れ
ば
可
能
と
考
え
ま
す
。

行
政
が
か
か
わ
る
こ
と
で
こ
の
土

地
を
将
来
的
に
有
効
利
用
で
き
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
も
つ
な

が
る
と
思
い
ま
す
が
、
土
地
の
確

保
な
ど
も
含
め
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
、お
示
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
緑
ケ
丘
３
丁
目
の
ど
ん

ぶ
り
坂
南
側
の
傾
斜
地
は
、
災
害

時
の
避
難
路
が
確
保
さ
れ
て
お
ら

ず
、
か
に
が
沢
公
園
の
南
側
の
通

路
を
災
害
時
の
避
難
路
と
し
て
利

用
で
き
れ
ば
、地
域
住
民
の
防
災
、

減
災
の
拡
充
や
日
常
で
の
利
便
性

の
向
上
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ま

す
が
、当
局
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

都
市
部
長　

バ
ス
発
着
所
を
含

め
た
相
武
台
前
駅
南
口
周
辺
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
商
店
街
、

自
治
会
、
地
権
者
な
ど
地
域
と
の

協
働
に
よ
る
検
討
の
場
を
設
置
し
、

将
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
な
ど
の
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
か
に
が
沢

公
園
南
側
の
園
路
等
を
利
用
し
た

避
難
経
路
は
、
公
共
下
水
道
の
横

断
や
高
さ
約
４
メ
ー
ト
ル
の
石
積

み
擁
壁
な
ど
、
解
決
す
べ
き
課
題

が
多
々
あ
り
ま
す
が
関
係
機
関
と

調
整
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

▽
８
月　

日　

開
会
、
会
期
決
定
、

２８

会
議
録
署
名
議
員
指
名
、
議
案
上
程
・

提
案
説
明

　

▽
８
月　

日　

総
括
質
疑
・
委
員
会

２９

付
託
、
請
願
及
び
陳
情
上
程
・
委
員
会

付
託
、
報
告
上
程
・
質
疑
、
議
員
提
出

議
案
上
程
・
（
提
案
説
明
・
質
疑
・
委

員
会
付
託
・
討
論
）
省
略
・
採
決

　

▽
９
月
４
日　

一
般
質
問

　

▽
９
月
５
日　

一
般
質
問

　

▽
９
月
８
日　

一
般
質
問

　

▽
９
月　

日　

委
員
会
審
査
報
告
・

２９

質
疑
・
討
論
・
採
決
、
継
続
審
査
案
件

上
程
、
基
地
対
策
特
別
委
員
会
中
間
報

告
・
質
疑
、
議
会
改
革
特
別
委
員
会
中

間
報
告
・
質
疑
、
報
告
上
程
・
質
疑
、

陳
情
上
程
（
閉
会
中
の
継
続
審
査
）
、

議
員
提
出
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質

疑
・
委
員
会
付
託
省
略
・
討
論
・
採
決
、

議
員
提
出
議
案
上
程
・
（
提
案
説
明
・

質
疑
・
委
員
会
付
託
・
討
論
）
省
略
・

採
決
、
正
副
議
長
の
選
挙
、
常
任
委
員

会
委
員
・
議
会
運
営
委
員
会
委
員
・
特

別
委
員
会
委
員
の
選
任
、
高
座
清
掃
施

設
組
合
議
会
議
員
・
広
域
大
和
斎
場
組

合
議
会
議
員
の
選
挙
、
監
査
委
員
の
選

任
、
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
、
議
員

派
遣
、
閉
会

　

な
お
、
質
疑
、
総
括
質
疑
、討
論
は
、

次
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　

総
括
質
疑
（
８
月　

日
）

３０

　

中
澤
邦
雄
（
日
本
共
産
党
）
、
稲
垣

敏
治
（
公
明
党
）
、
安
海
の
ぞ
み
（
神

奈
川
ネ
ッ
ト
）
、
池
田
徳
晴
（
ざ
ま
大

志
会
）
、
荻
原
健
司
（
新
政
い
さ
ま
）

　

討
論
（
９
月　

日
）

２９

　

吉
田
義
人
（
新
政
い
さ
ま
）
、
池
田

徳
晴
（
ざ
ま
大
志
会
）、
加
藤
陽
子（
神

奈
川
ネ
ッ
ト
）、
稲
垣
敏
治（
公
明
党
）、

中
澤
邦
雄
（
日
本
共
産
党
）
、
沖
永
明

久
（
会
派
に
所
属
し
な
い
議
員
）

　

議
員
提
出
議
案
第　

号
に
対
す
る
質

２５

疑
（
９
月　

日
）

２９

　

沖
永
明
久
（
会
派
に
所
属
し
な
い
議

員
）
、
安
海
の
ぞ
み（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
）

　

議
員
提
出
議
案
第　

号
に
対
す
る
討

２５

論
（
９
月　

日
）

２９

　

安
海
の
ぞ
み
（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
）
、

沖
永
明
久（
会
派
に
所
属
し
な
い
議
員
）、

守
谷
浩
一
（
日
本
共
産
党
）

本本
会会
議議
のの
概概
要要

　

８
月　

日
付
け
神
奈
川
新
聞

２３

の
報
道
に
よ
る
と
市
長
は
、
「
米

海
兵
隊
の
オ
ス
プ
レ
イ
の
事
故
率

は
一
部
の
民
間
航
空
会
社
よ
り
も

低
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
の
こ

と
で
す
が
、
具
体
的
な
デ
ー
タ
を

お
示
し
く
だ
さ
い
。

　

市
長　

手
持
ち
の
資
料
も
な
い

中
で
、
一
般
論
と
し
て
お
答
え
し

た
内
容
が
記
事
に
な
っ
た
と
受
け

止
め
て
お
り
ま
す
。
ネ
ッ
ト
上
な

ど
で
そ
う
い
う
記
事
が
あ
っ
た
こ

と
を
記
憶
し
て
お
り
ま
し
た
。

【
再
質
問
】　

確
か
に
ネ
ッ
ト
上

に
は
オ
ス
プ
レ
イ
の
事
故
率
１
・

　

に
対
し
、
チ
ャ
イ
ナ
エ
ア
ラ
イ

９３ン
７
・　

、
コ
リ
ア
ン
エ
ア
ー
２
・

１６

　

と
い
う
記
事
が
あ
り
ま
す
。
し

５８か
し
、
こ
れ
は
と
ん
で
も
な
い
勘

違
い
を
し
て
い
ま
し
て
、
オ
ス
プ

沖
永　

明
久 
議
員
《
会
派
に
所
属
し
な
い
議
員
》

オ
ス
プ
レ
イ
の
事
故
率
発
言

市
長
は
訂
正
す
べ
き

安
田　

早
苗 
議
員
《
公
明
党
》

災
害
時
の
要
援
護
者
支
援
対
策
に

つ
い
て

　

近
年
の
大
災
害
に
お
け
る
死
者
、

行
方
不
明
者
の
割
合
は　

歳
以

６５

上
が
６
割
以
上
と
高
く
、
災
害
時

の
要
援
護
者
の
支
援
強
化
は
待
っ

た
な
し
の
状
況
で
す
。
昨
年
６
月

に
災
害
対
策
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、

災
害
時
要
援
護
者
の
名
簿
作
成
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
災
害
時

の
避
難
誘
導
を
図
る
上
で
要
援
護

者
の
把
握
は
大
変
重
要
で
あ
り
、

ま
た
、
支
援
を
要
す
る
要
援
護
者

が
名
簿
か
ら
漏
れ
る
こ
と
は
避
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
名
簿
の

存
在
と
内
容
の
認
知
度
が
低
い
現

状
に
対
す
る
今
後
の
周
知
方
法
及

び
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
聴
覚
障
が
い
者
、
知
的

障
が
い
者
、
内
部
障
が
い
者
の
方

た
ち
は
災
害
時
や
緊
急
時
に
は
支

援
が
必
要
で
あ
っ
て
も
周
囲
に
う

ま
く
伝
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
緊
急
連

絡
先
や
障
が
い
の
内
容
、
支
援
方

法
な
ど
を
記
載
し
、
周
囲
に
提
示

し
支
援
を
お
願
い
す
る
ヘ
ル
プ
カ

ー
ド
が
要
支
援
者
の
支
援
に
大
変

有
効
で
あ
り
、
全
国
に
導
入
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
本
市
と
し
て

の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

福
祉
部
長　

今
後
、
支
援
制
度

に
つ
い
て
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
周
知
を
図
り
、
名
簿
配
布

が
進
ん
だ
段
階
で
支
援
計
画
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
ヘ
ル

プ
カ
ー
ド
は
周
囲
に
支
援
を
求
め

る
ツ
ー
ル
と
し
て
有
効
で
あ
り
、

導
入
市
の
情
報
を
収
集
し
調
査
研

究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
は
、
平
成　

年
ま
で
７
年

２５

連
続
し
て
神
奈
川
県
交
通
安
全
対

策
協
議
会
か
ら
不
名
誉
に
も
自
転

車
交
通
事
故
多
発
地
域
の
指
定
を

受
け
て
い
ま
し
た
。
市
内
は
道
路

が
狭
く
、
そ
の
上
見
通
し
の
悪
い

急
坂
が
あ
り
、
猛
ス
ピ
ー
ド
で
下

っ
て
く
る
危
険
走
行
が
目
立
っ
て

い
ま
す
。
行
政
は
、
事
故
防
止
に

向
け
地
域
力
も
借
り
、
「
交
通
ル

ー
ル
を
守
り
無
理
な
運
転
を
し
な

い
運
動
」
を
行
い
、
ソ
フ
ト
・
ハ

稲
垣　

敏
治 
議
員
《
公
明
党
》

座
間
力
で

自
転
車
事
故
を
な
く
そ
う
！

　

現
在
市
内
に
は　

の
市
立
プ

１２

ー
ル
が
存
在
し
て
お
り
、
全
て
の

施
設
が
昭
和
の
時
代
に
開
設
さ
れ

ま
し
た
。当
時
は
人
口
が
増
加
し
、

子
ど
も
の
数
も
増
え
、
小
学
校
建

設
と
と
も
に
、
各
学
区
に
プ
ー
ル

の
建
設
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
年
月
の
経
過
と
と
も
に
社

会
状
況
も
大
き
く
変
化
し
、
子
ど

も
の
数
も
減
り
、施
設
の
老
朽
化
、

少
子
高
齢
化
を
迎
え
る
中
で
施
設

芥
川　

薫 
議
員
《
新
政
い
さ
ま
》

市
立
プ
ー
ル
施
設
の

利
活
用
に
つ
い
て

伊
藤　

正 
議
員
《
新
政
い
さ
ま
》

土
地
及
び
公
園
の利

活
用
に
つ
い
て

安
海　

の
ぞ
み 
議
員
《
神
奈
川
ネ
ッ
ト
》

青
少
年
が
伸
び
伸
び
と

外
遊
び
で
き
る
場
を


